
  

 

 

 

～お詫びいたします～ 

辰野町から推薦をいただき、本校の「ゆめ山」に関わる活動がふるさと森林作り賞の森林環境教育推進の部におい

て、長野県教育委員会賞をいただくこととなりましたということを前回のお便りで紹介させていただきました。私の

文章の中に、現在活動を引き継いでくれているのは「５年２組の皆さんです」と書きましたが「６年２組の皆さん」

の誤りです。二つのクラスの皆さんには心からお詫びします。６年２組の皆さんにはここまでの頑張りに対して改め

て敬意を表します。町長さんへの受賞報告も６年２組の代表の３名の皆さんと担任の先生がうかがいましたので訂正

し重ねてお詫びいたします。 

～参観日へのご来校ありがとうございました～  

３・４年生の参観日は残念ながら出張と重なってしまい見せ

てもらうことができませんでした。申し訳ありません。今週は、

５・６年生と２年生の学習発表会へお邪魔することができまし

た。後ろから６年生の発表の様子を見させていだきました。1年

生からの思い出をスライドを使って発表していました。一つ一

つの行事には子どもたちにとってはもちろんですが、後ろで見

ておられるご家族にとっても「あの時は確かあんなことがあっ

たな」という思い出があるに違いありません。最後の学年懇談会

で「子どもたちの発表がすごく感動的でした」とお話しして下さる保護者の方がおられました。きっと当時の子ど

もの様子と現在のお子様の姿を重ねながら、親御さんとしての思い

出に浸って下さっていたのだろうと思います。 

５年生の発表では今年 1年間で成長した自分について語る場面が

ありました。私自身のことを振り返ってみると恥ずかしながら自分

として今年 1年間で成長したことをなかなか見つけることができま

せん。子どもたちは、授業での発言のことなど、自分の成長したこ

とを自分の言葉で堂々と発表していました。「できなかったことが今

できるようになっている！」そんな自分を自覚することができるな

んてなんてすごいことでしょう。きっと今回の発表を通して自信を

深めることができたと思います。その自信が「次も挑戦してみよう」

という姿に通じます。素敵な子どもたちの姿を目にすることができました。 

２年生は、インフルエンザの影響で今週に参観日が延長されました。「シンデレラ」の英語劇の舞台発表でした。

堂々と大きな声で台詞をしゃべれる子もいました。きっといつ

もちょっと小さい声で遠慮がちに発言している子でしょうか、

台詞もちょっと小さめでした、でもそんなことは全然気になり

ませんでした。一人で堂々と自分の役を演じ切る姿にただただ

「すごいな」と感動していました。こうして自分の役割を果たす

経験はやっぱり自信になります。子どもたちの挑戦に拍手です。 

どの学年の発表もすごいなと感心するばかりです。確かに子

どもたちの力もすごいことは確かなのですが、発表の舞台を作
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って下さりそして子どもとともに練習を重ね子どもたちの力を引き出して自信を持たせて下さった先生方にも心か

ら感謝です。そして、子どもたちの頑張りに心の中で精いっぱいの声援を送って下さったご家族の皆様にも心から

感謝申し上げます。 

～６年生を送る会がありました～  

多分６年前の入学式では、お友だちと手を繋ぎながら入学してきた６年生であっただろうと思うのです。今回の６

年生を送る会ではもうだれ一人友だちと手を繋いで入場してくる人はいません。６年間の間に、一人ひとりがしっか

りと一人立ちしたからです。ひな壇に立った６年生の姿は実際の身長にもまして大きく成長しているように見えまし

た。不思議なものです。なぜでしょうか、卒業式が近づいてくると６年生が急に大人びて見えてくるのです。そんな

ことを強く感じながら６年生を送る会を見させてもらいました。 

１年生から６年生までそれぞれの学年が趣向を凝らして発表をしてくれました。「いったいいつ練習したのだろう？」

と思いました。学習発表会もあってそちらの準備もしながらだったはずです。ちゃんと踊りを踊り、歌を歌い、台詞

を話して自分の役割を果たしている姿を見ながら感心することばかりでした。忙しかっただろうなと思います。 

特に５年生は今回の企画を中心になって進めてきてくれました。ここ数日児童会室をのぞくと５年生が色々な道具

を一生懸命に作っている姿が見られました。１年生から４年生の当日の動きも計画しなくてはいけません。先生の力

も借りながらではありますが、一つの企画を成し遂げるということは本当に大変なことです。来年度の児童会活動を

運営していくための第一歩がこの送る会の企画と運営だと思います。送る会を終えた後、体育館に残った５年生の前

で担任の先生が「今のみんなの瞳は本当に輝いているよ！」とお話しして下さっていた場面がとても印象的でした。

先生には目の前の子どもたちの瞳の中に「私たちって結構すごいじゃん」という嬉しさと自信が見えたのだと思いま

す。各学年の発表の様子を写真で振り返ってみたいと思います。 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大人びて見える６年生でした 

 
 

 

 
 

  歌「すてきな友達」（１～５年） 

雨ニモマケズ（３年） 

歌「地球星歌」（６年） 

6年生へ送るスライド（５年） 

うどんこコネコネ（１年） 

三三七拍子（２年） 

龍の大地に集うもの（４年） 


